
① 会長からのメッセージ　（絵手紙で表現）

事務所に飾ってある絵手紙

② 会社訪問

みんなが支えて今があります　　加賀　昭成君

永谷　文人会長

【 No.642　2014/7 第１例会 】

　■　会長挨拶

安城ロータリークラブ

週報
例会日：毎週金曜日

例会場：碧海信用金庫本店3F

安城市御幸本町15-1

TEL：0566-75-8866

FAX：0566-74-5678

Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp 

【 No.643 2014/7 第２例会 】

第2784回例会

2014年7月11日（金） 12：30～13：30

司会者：加藤 正人君

ソング： 「手に手つないで 」「四つのテスト」

卓上花：りきゅう草・ハス

ゲスト及びビジター：ニー・ニー・エイさん

2014-2015年度RIテーマ：

「ロータリーに輝きを」

安城ロータリークラブ会長方針：

「楽しいロータリーを創ろう 」

■会長：永谷 文人

■幹事：横山 真喜男

■クラブ会報：亀島深里・辻隆士・海野広明

■創立日：Ｓ33年1月10日

■RI加盟認証日：Ｓ33年2月6日



　■　幹事報告

会員

出席義務者

出席

欠席

出席免除者の出席

出席率

修正出席率

・本日例会終了後ロータリー情報委員会を行います。
･本年度ゴルフ部会に入会案内を配布いたしました。
・7/18(金)例会終了後、第1回クラブアッセンブリーを行います。
･7/25(金)歴代会長会議を例会終了後・会議室、懇親会を18：00～川本にて行います。

■ ニコボックス報告

61名

■ 出席報告 山田　庸雄君

6月27日　第2782回
100％

　■　幹事報告 横山　真喜男幹事

47名

石川　義典君

39名

　8名

13名

86.66%

【7月のクラブ内例会・委員会予定】

18日 クラブフォーラム事業計画発表

職業分類.親睦活動.会員選考. プログラム.会員増強.クラブ会報.広報. ニコボックス. 

＊クラブアッセンブリー 例会終了後

25日 七夕例会

・七夕親善大使：林 利紗（はやしりさ）様 高瀬夢野（たかせゆめの）様 脇田ゆう子様

・協会役員：築山智幸（つきやまともゆき）様

・事務局：杉原研三（すぎはらけんぞう）様 各務綾子（かくむあやこ）様

＊歴代会長会議 13：30～ （懇親会は川本18：00～）

31日（木） 公益財団法人日本対がん協会

リレーフォーライフ実行委員長 山口史依（やまぐちふみえ）様

リレーフォーライフ副実行委員長 米山三香恵（よねやまみかえ）様

岡崎ローターアクト 2013-2014年度会長 鈴木大裕（すずきだいすけ）様

《7月の行事予定・地区会議》

15日(火) 安城青年会議所 創立55周年記念式典

18日（金） 地区社会奉仕委員会 15：00～G事務所

19日(土) 地区IA委員会 13：30～愛知青年の家

21日（月・祝） ＩＡＣ年次大会 竜美丘会館

23日(水)～31日(木) ＩＡＣ海外研修 オーストラリア・パース

25日(金) 会員増強セミナー 15：00～国際センター



■　職業奉仕委員会

■　社会奉仕委員会

職業奉仕委員会・社会奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年奉仕委員会
出席委員会・会場委員会・雑誌委員会・ロータリー情報委員会

　◆　クラブフォーラム事業計画発表

委員長　青山　竜也君

委員長　恒川　憲一君

「職業奉仕」はまさにロータリークラブの金看板だと言われます。長い歴史と

伝統を持つロータリークラブではありますが、時代の変遷と共にかつて想定し

ていなかった様々な職業が現れていることも事実かと思います。私自身の仕

事もそういった職業のひとつであると感じており「職業奉仕」への考えた方の

難しさを実感しておりましたが、「職業奉仕」について勉強するうちに「必ずしも

自分の職業を通じての奉仕でなくても良いのだ」ということを知りました。

従いまして、今年度の職業奉仕のテーマは現在の安城市を育くみ、会員の皆

さんの職業の礎を築いてきた「安城市の歴史」に焦点をあてた活動としたいと

思います。

具体的には、現在綺麗に整備されました「水の環境学習館」や本年度１１月に新たに完成予定の新しい「明治用水会

館」などを活用し、安城経済の基礎を築いた明治用水への理解を深めたいと思っています。

［社会奉仕はロータリアン一人ひとりが「超我の奉仕」を実証する機会であり、地域に住む人々の生活の質を高め、

公共のために奉仕することは、すべてのロータリアン個人にとっても、また、ロータリークラブにとっても献身に値する

ことであり、社会的責務でもある］と、ロータリアンの指針を明確にするために原則はこのようにまとめられていま

す。

社会のニーズにあった奉仕活動はその原則に則し、会員の得意とする職業上の能力や趣味の力を生かす。どの

ようなささやかであってもあらゆる社会奉仕活動が重要であると認識したうえで地域のニーズを汲み、地域内のクラ

ブの立場や力量を考慮してプロジェクトを始めること。社会プロジェクトを実行にあたっては、必要とされる人材や資

金の提供までも含めて、地域社会にも参加を求めることが推奨されています。

今年度は例年に増して下記特別催事を企画し社会奉仕に、より力を入れて取り組みます。これに基づき、会長方

地域社会

優れたボランティア活動に対する顕彰と補助

環境保全

530運動への活動資金援助

明祥中学校の油ヶ淵清掃活動資金の援助

地域共同隊（RCC）

安城少年野球サークルへの協力

安城ロータリー杯争奪少年野球大会（11/3、2/7・8 安城RCホスト）

－今年度特別催事－

デンパークダンスフェスティバル（10/25）

安城フォトコンテスト（H26.11~H27.3応募期間）



■　国際奉仕委員会

■　青少年奉仕委員会

■　出席委員会 委員長　戸谷　央君

委員長　内藤　教恵さん

委員長　成田　孝則君

出席委員会は、会長方針で掲げられた「全員参加で楽しいロータリーを創ろう。例会をより有意義なものにしよう。」に

基づき、各委員会とも連携を密にして出席率の向上を重視しながら精一杯活動して参ります。

(主な活動内容)

・例会出席のアピール

・例会欠席の場合→前日までに事務局へ欠席連絡の励行

・メーキャップを必ず行う奨励 (前後２週間有効)

・メーキャップ情報の提供

会員の皆様のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。

≪活動方針≫

国際奉仕委員会は、グローバルな世界観を持ち、発展途上の地域の人道的ニーズを満たし、困窮している人々の支援活

動を実施するため、企画検討し、計画・実践を進めます。

特に、ミヤンマーの日本語教育の支援を重視し、理解と親善、平和を維持するため、前年度米山奨学生ミヤンマー出身

のニーニーエイさんと一緒に、国際交流や親睦を深めます。

また、今迄の国際奉仕活動の実績とその蓄積を基礎とし、更に充実した活動をしたいと思います。

≪事業計画≫

1．ミヤンマーへ国際奉仕団の派遣

2．ミヤンマーの日本語学校講師へ報酬の援助

3．ミヤンマーの子供たちへ文具及び環境の支援

4．米山奨学金への協力

5．ロータリー財団への寄付率向上

「奉仕の第五部門である青少年奉仕は、指導力養成活動・社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの参

加・世界平和と異文化の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者によって好ましい変化がもたら

されることを認識するものである。」とクラブ定款に記載されております。

これを踏まえ、青少年奉仕委員会は次世代を担う青少年ならびに若者がさまざまな活動を通じて、望ましい方向に成

長してほしいと願っています。そして、会長方針に沿って従来の活動を実施して参る所存です。

会員の皆さまのご指導、ご支援をお願い申し上げます。

1.インターアクトクラブへの支援、協力

・地区インターアクトクラブへの支援、協力

・海外派遣研修への協力

・安城学園高等学校インターアクトクラブとの交流

2.ＲＹＬＡ活動への協力

・地区ＲＹＬＡセミナーへの参加と協力

3.子育てに悩む親に対する援助事業の継続



■　会場委員会

■　雑誌委員会

■　ロータリー情報委員会

委員長　石原　昭君

委員長　沓名　俊裕君

委員長　加藤　正人君

「ロータリーの友」は会員がロータリー活動をされるうえで参考になる情

報があります。しかし一般的にはあまり読まれていないようですが、安城

ロータリーの会員はよく読まれていると思います。

記事としてはＲＩ関係（横組）と日本ロータリー関係（縦組）がありますが、

参考になる記事を紹介したいと思います。

報告は第２週目以降の例会行事を検討し決めてまいります。また副委員

長の市川護さんと委員の奥嶋正衛先生にはご協力よろしくお願いいたし

ます。

本年度は今までとは一味違う委員会となればと思います。新入会員の

皆さんはロータリークラブとは何かを学ぶべきと思いますが、新入生は立

派な社会人ですので奉仕の精神はありますので新風を起す意気込みで

新会員考案の事業を打ってみたいと思います。

安城市に対して、クラブ内での両方を考え奉仕活動できる事業を考え実

施してみたいと思います。在籍3年以下の人達の中から実行委員長を選

び２回の事業を企画します。ご協力、ご参加の程よろしくお願いします。

恒例のイニシエーションスピーチ、ファイヤーサイドミーティングも実施し

ます。

近年の例会を見ていますと、前半の内容（ボリューム）により、後半の

卓話等々に影響があることを時々見受けられます。そこで、会場委員

会としては、前半の内容などをしっかり把握し、時間配分を決め、後半

の卓話等々に影響のない様に進行を心がけて参りたいと思います。会

員皆様のご理解ご協力をお願いいたします。


